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どんな名訳でも伝わりにくい原典の微妙なニュアンスに触れることができる。

ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
対
訳
シ
リ
ー
ズ
37

ミ
ル
ト
ス
・
ヘ
ブ
ラ
イ
文
化
研
究
所
編

22
～
42
章

ヨ
ブ
記
Ⅱ

Ａ
５
判
・
並
製
１
６
５
頁　

本
体
３
０
０
０
円
︵
＋
税
︶

２
０
２
６
年
８
月
号　

第
２
０
７
号

定
価
６
５
０
円
（
本
体
５
９
１
円
）

発
行　

株
式
会
社
ミ
ル
ト
ス　

〒
１
２
１

－

０
８
１
３　

東
京
都
足
立
区
竹
の
塚
３

－

10

－

１　

４
階

﹁
中
東
の
真
な
る
選
択
﹂◉
滝
川
義
人
　
　

2026

8
No.
207

株
式
会
社
ミ
ル
ト
ス

聖書対訳シリーズ
の手引き

聖書アラム語
語彙付き

谷内意咲　著谷川政美　著

A5 判・並製 112 頁
1,700 円（+税）

A5 判・並製 1264 頁
12,000 円（+税）

今日からわかる
聖書ヘブライ語

聖書ヘブライ語
日本語辞典

ヘブライ語で聖書を読むための辞典・入門書

３７

ヨブ記Ⅱ
22～ 42章

８月の新刊
イスラエル・ユダヤ・中東がわかる隔月刊雑誌 2026 8No.207

「中東の真なる選択」 ◉ 滝川義人「中東の真なる選択」 ◉ 滝川義人



撮影・平岡真一郎ネゲブ砂漠の日常

イスラエル南部を占める広大なネゲブ砂漠。ヤギの群れの向こうに
は遊牧民ベドウィンの暮らしが広がる。はるか彼方には砂漠の歴史
を伝えるアブダットの遺跡。ここにはネゲブ砂漠という厳しい自然
の中で、数千年にわたって営まれてきた人と家畜の日常風景がある。

 ギャラリー　　　　　　　　  が贈る今月の一枚 ←よく使っているロゴですが、
　サイズを変更すると、背景の水色の形が変わってしまいます。

手漉き和紙にプリントした、絵画のような独特な風合いをもつ作品です 

制作元：ギャラリー「イスラエルの風」
 〒183-0042 東京都府中市武蔵台 2-18-24

サ
イ
ズ

32×41 ㎝ﾠ33,000 円 お問合せは
ミルトスへ

そしてあなたは祝福となれ

（創世記 12:2）



8 ミルトスはイスラエルに育つ低木。
常緑でその葉は芳香を放ち不死と
成功の象徴とされた。（イザヤ 41:19）

教えて！ヘブライ語　56 シネマレビュー　70

声のひろば　72 編集後記　74

ブックレビュー　69

表紙：「そしてあなたは祝福となれ」【刺しゅう・マカベアリス】

▲ 表紙によせて ▲

そしてあなたは祝福となれ ――― マカベアリス　 4

エッセイ

▲ イスラエルから学んだこと ▲

日本の   “村社会” ――― 田中猪夫　 27

● 目からウロコの新約聖書 ●

ダマスコに向かうパウロ ――― 藤原豊樹　 58

● サムエル記講話 ●

ダビデの悔悛 ――― ラビ・ベニー・ラウ　 48

聖書・歴史

● 聖書の世界 エッセイ ●

クールなキルヤト・セフェル体験 ――― 池田　裕　 40

● ちょっと得する聖書のお話 ●

「一点一画」も消えうせない ――― 谷内意咲　 64

■ トピック ■

「ナオミの夢」のヘドバ・アムラニさん来日 ――― ミルトス編集部　 24

中東・イスラエル情報

■ 知っておきたい中東・イスラム ■

中東の鍵を握るＵＡＥ ――― 光永光翼　 34

■ 日本の非常識からみた中東の非常識 ■

「中東の真なる選択」 ――― 滝川義人　 20

■ イスラエル並びにユダヤ人に関するノート ■

アメリカとイランの 14項目覚書 ――― 佐藤　優　 12

■ 特別インタビュー ■

シャローム、ニッポン（下）  ――― ギラッド・コーヘン　 6

2026

No.207



　　　　　 2026/08

4

 

「
カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
な
殻
が
あ
れ

ば
い
い
の
に
」
と
思
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
何
か
刺
激
を
受
け
る
た
び
に
、

さ
っ
と
硬
い
殻
の
中
に
引
き
こ
も

り
、
で
き
る
だ
け
傷
つ
か
な
い
よ
う

に
、
誰
の
目
に
も
触
れ
な
い
よ
う
に

暮
ら
せ
た
ら
ど
ん
な
に
楽
だ
ろ
う
。

そ
う
願
っ
た
の
は
１
度
や
２
度
で
は

な
い
。

　

自
分
に
自
信
が
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
謙
遜
は
美
徳
だ
と
信
じ

て
き
た
。
た
と
え
ば
私
の
作
品
を
、

有
難
い
こ
と
に
褒
め
て
く
だ
さ
る
方

が
い
た
と
す
る
。
私
は
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
丁
寧
に
お
礼
を

言
い
な
が
ら
、
心
の
中
で
は
「
い
え

い
え
と
ん
で
も
な
い
。
そ
ん
な
に
褒

め
て
い
た
だ
く
よ
う
な
も
の
で
は

…
…
」
と
全
力
で
否
定
し
て
い
る
。

　

自
分
を
な
る
べ
く
引
き
下
げ
て
お

け
ば
、
慢
心
し
て
足
を
掬す

く

わ
れ
る
こ

と
も
な
い
。
そ
う
し
て
「
い
つ
も
の

自
分
」
に
戻
す
こ
と
で
、
密
か
な
安

心
感
を
得
て
い
た
と
も
言
え
る
。

　

け
れ
ど
も
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ

は
慢
心
を
防
ぐ
た
め
の
謙
遜
と
い
う

よ
り
も
、
単
な
る
「
進
歩
を
恐
れ
る

怠
惰
」
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
今
の

状
態
の
ま
ま
で
い
た
ほ
う
が
、
余
計

な
責
任
を
負
わ
ず
に
楽
だ
か
ら
だ
。

　

創
世
記
12
章
２
節
に
よ
る
と
、
ア

ブ
ラ
ハ
ム
（
ア
ブ
ラ
ム
）
は
神
様
か

ら
「
あ
な
た
は
祝
福
と
な
れ
」
と
言

わ
れ
た
。
日
本
語
の
聖
書
で
は
「
祝

福
の
基
と
な
る
よ
う
に
」
と
訳
さ
れ

て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
原
文
で
は

「
基
」
と
い
う
字
は
な
く
、
も
っ
と

表紙によせて

マカベアリスマカベアリス

そしてあなたは祝福となれ
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今
夏
、
離
任
さ
れ
る
駐
日
大
使
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
後
半
で
す
。

▼ 

ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
の
拡
大 
▲

――
大
使
は
９
年
間
に
わ
た
っ
て
ア
ブ
ラ

ハ
ム
合
意
の
極
秘
任
務
に
携
わ
っ
て
お
ら

れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意

の
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ヘ
ン
大
使　

私
は
合
意
を
成
立
さ
せ

る
た
め
に
舞
台
裏
で
働
け
た
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
平
和
の
た
め

の
戦
争
で
あ
り
、
犠
牲
者
の
出
る
戦
争
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
平
和
の
た

め
に
戦
う
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
今
後

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
オ
マ

ー
ン
、
そ
し
て
中
東
以
外
の
イ
ス
ラ
ム
諸

国
、
例
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
モ
ル
デ
ィ

ブ
な
ど
に
働
き
か
け
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
と
信
じ
て

い
ま
す
。
地
域
が
平
和
に
な
り
安
定
す
る

こ
と
は
、
中
東
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
日
本
に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
で

す
。
今
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
見
れ
ば

明
ら
か
で
す
ね
。
地
域
が
安
定
す
れ
ば
平

和
が
実
現
し
、
平
和
の
枠
組
み
が
協
力
の

枠
組
み
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
日
本

は
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、

バ
ー
レ
ー
ン
な
ど
と
、
人
工
知
能
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
投
資
に
お
い
て
協
力
関
係

に
な
れ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
可
能

性
は
無
限
大
で
す
。
私
た
ち
は
共
通
の
利

益
の
も
と
に
新
た
な
枠
組
み
を
構
築
し
、

歴
史
的
な
分
断
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
10
月
７
日
以
降
、
イ
ス
ラ

ム
過
激
派
の
危
険
性
が
顕
在
化
し
ま
し

た
。
子
供
た
ち
の
よ
り
良
い
未
来
の
た
め

に
地
域
が
安
定
し
、
互
い
に
協
力
す
る
こ

と
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ブ

ラ
ハ
ム
合
意
は
一
時
的
な
外
交
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
く
、
よ
り
広
範
な
地
域
変
革
プ
ロ

セ
ス
の
一
端
で
す
。
こ
れ
が
成
功
す
る
か

シ
ャ
ロ
ー
ム
、
ニ
ッ
ポ
ン
（
下
）

▼ 

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

▲

ギ
ラ
ッ
ド
・
コ
ー
ヘ
ン

駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使



　　　　　 2026/08

12

停
戦
に
向
け
て

　

Ｚ
君
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
の
間
で

起
き
て
い
る
戦
闘
の
停
止
に
向
け
た
大

き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

 

〈
米
政
府
高
官
は
（
６
月
）
15
日
、
米

国
と
イ
ラ
ン
の
双
方
が
戦
闘
終
結
に
向

け
た
覚
書
に
署
名
し
た
と
記
者
団
に
明

ら
か
に
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と

バ
ン
ス
米
副
大
統
領
、
イ
ラ
ン
の
ガ
リ

バ
フ
国
会
議
長
が
署
名
し
た
と
い
う
。

　

調
印
式
は
19
日
に
ス
イ
ス
で
正
式
に

開
く
。
米
国
側
か
ら
は
バ
ン
ス
氏
が
出

席
す
る
。
米
政
府
高
官
は
覚
書
の
詳
細

は
24
〜
48
時
間
以
内
に
公
表
す
る
見
通

し
だ
と
説
明
し
た
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の

開
放
と
米
軍
に
よ
る
対
イ
ラ
ン
海
上

封
鎖
の
解
除
が
含
ま
れ
る
と
し
て
い

る
。〉（
６
月
16
日「
日
本
経
済
新
聞
」電
子
版
）

　

本
件
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ン
政
府
や
軍

は
、
あ
た
か
も
イ
ラ
ン
優
位
で
停
戦
が

実
現
し
た
か
の
よ
う
な
発
表
を
し
て
い

ま
す
。

 

〈
イ
ル
ナ
ー
通
信
に
よ
り
ま
す
と
、
イ

ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
軍
総
司
令
官

の
ア
ミ
ー
ル
・
ハ
ー
タ
ミ
ー
少
将
は
、

殉
教
し
た
故
モ
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ー
ゲ
リ

ー
合
同
参
謀
本
部
議
長
の
殉
教
記
念
日

に
際
し
て
行
わ
れ
た
同
議
長
の
遺
族
ら

と
の
会
合
で
、「
昨
年
６
月
の
12
日
間

戦
争
お
よ
び
、
先
だ
っ
て
の
ラ
マ
ザ
ー

ン
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
断
食
月
）
戦
争
に

イ
ス
ラ
エ
ル
並
び
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
す
る
ノ
ー
ト

113

佐
藤
　
優

〔撮影： 森清〕

ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
の

　
　
　
　
　
　

 

14
項
目
覚
書
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m

「
過
去
」
が
支
配
す
る
イ
ラ
ン

　

今
年
新
任
駐
日
大
使
に
な
っ
た
、
イ
ス

ラ
エ
ル
を
代
表
す
る
国
際
関
係
論
者
の
１

人
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ナ
ヴ
ォ
ン
博
士
は
、

イ
ス
ラ
ム
革
命
前
夜
の
イ
ラ
ン
に
関
し
、

著
書
『
イ
ス
ラ
エ
ル
外
交
史
』（
ミ
ル
ト
ス
）

で
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

＊　

　

一
九
七
九
年
の
イ
ス
ラ
ム
革
命
の
後
、

イ
ラ
ン
が
味
方
か
ら
敵
に
変
わ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
革
命
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ

て
大
き
い
打
撃
で
あ
っ
た
。
イ
ラ
ン
は
、

中
東
に
お
け
る
ソ
連
の
影
響
力
を
食
い
止

め
る
一
種
の
防
波
堤
で
あ
る
と
同
時
に
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
石
油
供
給
は
、
推

定
で
そ
の
六
〇
％
を
イ
ラ
ン
産
が
占
め
て

い
た
。
モ
サ
ド
は
、フ
ラ
ン
ス
の
ヌ
カ
ル
・

ル
・
シ
ャ
ト
ー
に
い
る
ホ
メ
イ
ニ
の
暗
殺

を
選
択
肢
と
し
て
考
え
た
が
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
「
専
門
家
」
の
一
人
が
反
対
し
、「
ホ

メ
イ
ニ
が
帰
り
た
い
の
な
ら
、
帰
ら
せ
た

ら
良
い
」、「
彼
は
長
く
は
も
た
な
い
。
軍

と
サ
バ
ク
（
情
報
機
関
）
が
、
彼
と
テ
ヘ
ラ

ン
市
中
の
ム
ッ
ラ
ー
た
ち
（
イ
ス
ラ
ム
教
の

法
学
者
）
を
始
末
す
る
。
彼
が
代
表
す
る

の
は
、
イ
ラ
ン
の
過
去
で
あ
り
、
未
来
で

は
な
い
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。（
148
頁
）

＊　

 

「
過
去
」
を
代
表
す
る
者
た
ち
は
、
こ
の

判
断
と
は
裏
腹
に
肥
大
化
し
、
イ
ラ
ン
国

民
は
異
形
な
体
制
の
と
り
こ
に
な
っ
て
し

ま
う
。
普
通
の
国
で
あ
れ
ば
、
内
閣
と
議

会
そ
し
て
象
徴
的
存
在
と
し
て
の
大
統
領

で
構
成
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
そ

の
上
に
宗
教
界
の
人
間
が
最
高
指
導
者
と

し
て
君
臨
し
、
内
閣
の
統
制
に
服
さ
な

い
、
国
軍
と
は
別
の
強
大
な
武
力
を
持
つ

革
命
防
衛
隊
が
存
在
す
る
。
ま
こ
と
に
い

び
つ
な
体
制
の
も
と
、
国
民
は
宗
教
法
の

規
制
下
で
生
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

滝
川
義
人

「
中
東
の
真
な
る
選
択
」

日
本
の
非
常
識
か
ら
み
た
中
東
の
非
常
識

―
― 
次
期
駐
日
大
使
ナ
ヴ
ォ
ン
博
士
の
論
評
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